
新型インフルエンザ研究会 ２０１０年度 第６回定例会（議事録） 

 

１．概要 

(1) 開催日時：２０１１年１月２０日 (木) １６：００～１８：３０ 

(2) 場所 所在地：東京都中央区日本橋本町４－３－４ 東海日本橋ビル ７階 

会場名：BCAO 東京オペレーション事務所 

(3) 今回の議長役：㈱富士通エフサス 縄稚座長 

(4) 議事録作成者：オリンパス㈱ 本間 

 

２．出席者：8 名 

縄稚様 ㈱富士通エフサス、 白澤様 ㈱ANA 総合研究所 

高麗様、駒村様 富士通エフ・アイ・ピー㈱、 森山様 SMC㈱ 

落合様 東京工業大学、 中山様 ㈱富士通総研、 本間 オリンパス㈱ 

 

３．本日のテーマ 

(1)「富士通の在宅勤務の試行について」プレゼン  富士通エフ・アイ・ピー㈱ 高麗 

・富士通エフ・アイ・ピー㈱様で行った在宅勤務の試行について、目的、内容、実施結果、課題等に 

ついて高麗さんより説明。 

  ※内容は省略 

(2) 訓練について討議 

・訓練概要 

- 総勢 10 数名 

- 所要時間：2時間程度（シナリオは数週間だが、時間を圧縮して実施） 

・訓練目的 

- 「対策本部の課題で抜けているものは何か？」を抽出すること 

- 「昨年の新型インフル研究会で検討したシナリオ」をベースに見直し、訓練実施によりこれま

で検討してきた『対策本部の課題』、『重要事業部門の課題』一覧シートの精度を向上すること 

・注意点／課題 

- シナリオが緩いと課題が十分に抽出できない 

- 「想定企業」なので、具体的な意見、提案が出てこない懸念がある 

- 「評価者」に経験、スキルが必要 

- その部署の詳細な業務内容や個々人のスキルを知悉している人でないと、発生時に誰を出社さ

せて誰を休ませるか、誰が休んだら業務が停止する（＝ゲームオーバー）かの判断が難しい 

・討議中に出たアイディア 

- 参加者を他の研究会から募る：シナリオの前提条件などを「知らない人」と「知っている人」

で違いが出るかを比較する 

- ビジネスリーダクラスを 1 名／部門で配置し、人の配置などをシミュレーションする 

- 英国保健省『The Flu Pandemic Game』は参考になる 

(3) 訓練実施までのスケジュール 



・２月９日：訓練準備のための打合せ 

検討項目 

- 想定企業のプロファイル作成（企業概要、組織、施設など） 

- 重要事業の業務プロセスとリソース関係 

- 業務別の必要スキルマップ、人員別スキルマップ 

- その他 

・２月１７日：定例会にてシナリオ検討 

・３月２４日：訓練実施・評価 

・３月末～４初：課題シートにフィードバック 

・４月中：研究会活動発表 

 

４．次回開催予定 

① 開催日時：２０１１年２月１７日(木) １６：００～１８：００ 

② 場所 所在地：東京都中央区日本橋本町４－３－４ 東海日本橋ビル ７階 

会場名：BCAO 東京オペレーション事務所 

  ※ 上記は次回の定例会で、その前に個別に訓練準備のための打合せ実施 

① 開催日時：２０１１年２月９日(水) １５：００～１７：００ 

② 場所 所在地：東京都港区海岸１－１６－１ ニューピア竹芝サウスタワー 11 階 

会場名：富士通総研 本社来賓 E 

 

５．配布資料 

・第五回新型インフルエンザ研究会定例会議事録 

・新型インフルエンザ対策訓練について（案） 

・２０１０年度新型インフルエンザ研究会活動報告（中間） 

・『対策本部の課題』一覧シート 

・『重要事業部門の課題』一覧シート 

 

 

 

以上 


